
第2学年：1組⊥算教科学習靖導案、
l日′　時　平成26年5月29日（木）第5校時

場　所　人吉東小学校　2年1組教室

指導者　教諭　緒方研治

1′単元名　「かくれたかずはいくつ」（啓林館2年上　P52－5115主

2　単元についで

（l〉　本単元は学習指導要領第：2学年内容D（数量関係）（1）「加法と減法の相互関係について理解し、式を

用いて説明できるようにする」を受けて設定されている。

加法と減法の相互関係については、「数量の関係表現は減法の形であるが、計算は加法を用いる場合」「数

量の関係表現は加法の形であるが、計算は減法になる場合」「減法の減数が未知の時、その減数を求めるの

に減法を用いる場合」の3つの場合を取り上げて指導する。これらの逆思考を必要とする問題は、2年生の

児童には非常に難しい。従って、例えば兜童を教室の前に出させて劇のように演じさせたり、、具体物を並
＼‾　べたり、絵や図で表現させた′りなど、問題場面を具体的にイメージさせながら演算決定に、結ザつけることが

必要である。

まiた、テープ図を用いる学習は以降の学年における線分図や数直線などの図の指導につながる。そこで、

入門期の児童にとって、問題場面にある数量について具体物で表したものを図へと抽象化し、図についての

実感的理解をさせながら、「思考の道具」「説明の道具Jとなるように活動の中で用いさせていくこ－とが重要
iである∴ざらに、図を、式や言葉の式による表現と関連付けて用小考えたり，、読み取ったり、説明したり

できるようにすることで、算数的な思考力が高まると考える。

（2）“本単元の系統は次の通りである。

1年　おおいほうすくないほう

●求大・求小の問題

つかって　＿ �� �－3年′＿かくれた数はいくつ 

問題のテニプ図化 ���一●乗除の逆思考の問題 
／† 

－2年．、－ちがいをみて ��� 

●求大・i求小の逆思考の問題 

2年　図を

●順思考の

2年　かくれた数はいくつ

●加減の逆思考の問題

数量関係における系統は次の通りである。

小1年一絵や図を用いた数量の表現　－ � �1 �中1年　比例∴反比例 

↓ � ��‾十・ 

小2年　加減の相軍関係 � ��中21年　一次関数′‾ 
ー† ���l 

小3年　ロなどを用いた式∴ ���中3年　関数－y二ax2 

＿　↓i ���l 

小4年　対応する数量を知る　口、i△などを用いた式 

l∴ 

小5年‖割合、比例 
．▼ 

小6年、比例、‾反比例　文字を用いた式 



（3）児童の実態は次の通りである。（児童数　31人）

○レディネステストの結果

i間　一題　内　容i �＿　十分満足＿： �おおむね満足 �不十分 

①2桁＋1－桁、2桁÷1桁∴2桁＋何十、．2桁」何十1 �191‾ �1－＿0。 �2／ 

＿②求大・求小の文章題の立式一一 �∴211∴ � �10 

③a十‾□＝b－‾□＋a＝b－ローia≒b一一口三b一の甲にあて／は �21－0　‾＼ �7∴ �、4 

ーまる‾数を求める。＿i 

／④問題場面を読み取り、図に表して答えを求めろ。r「 �14‘ � �17 

（考察）

・既習のたし第・ひき算の計算技能についてやり方はほぼ理解できていると言えるが、くり上がり・くり

下がりでまちがえやすい児童が3割から41割程度いる：

・文章題の立式では、「増えたら」「合わせてJ r残筆画ま」などの言葉から演算決定をしてしま－う児童が3

割程度おり、レディネステストで出した「あと5本さくと何本になりますか」

という問いになると、演算決定ができない横面がある。

・加法と減法の相互関係については、計算で答えは出せるが、憲味を理解しているとは言えない。

・文章問題を読んで数量関係を絵や図に表し、答えを求めていたのは、理割弱であった。

（4）指導にあたっては、以下の点に留憲ずる。　　　　　　　　　　　　　　　、

研究テーマ： �ー学ぶ楽しぎ凄味卸塞∴革考力・表現力を育む算数碑め野菜づくり“ 
l �／÷考えを深める言語活動を通じて～．－ 

①　児童の興味関心を高め、考えてみたい、やってみたいと思うような課題提示の仕方の工夫

ア　問題文を紙芝居（パワーポイント）にして提示し、自由に気づいたことを話す場を設けることで、課

題に対する興味関心を高めるとともに、絵や図を膏諮化する力、言語をもとに確かで豊かなイメージを

作り出す力を育てる。

イ　紙芝居の絵の気づさを出させたあとで、最後にどんな文を付け足せば問題として完成するか児童と話

し合いながら問題文を提示することで、金員が的確に問題の状況を把握できるようにする。

ウ　どんな図になるか考えさせ、どの図が正しいかを話し合わせることで、多様な方法の中から自分なり

の方法を選んで自力解決に向かうことができるようにする。

②　考えを深める言語活動の認定

ア　自分考えを言葉で伝えることは、語彙力が少ない児童などには困難な活動である。そこで、問題文と

図を手がかりとし、問題文や言葉を使ったり、図を指したりしながら自分の言葉で話せるようにさせた

い。

イ　自分がどのように考えたかをペアや全体の場で説明し合う場を設けることで、順序立てて説明する力、

自分の考えと同じ点や相違点に気づくカ、図と式を言葉で説明するカ、相手がわかるように説明しよう

とする態度などを育てる。

ウ　ペアや全体で自分の考えと友達の考えとを表現し合う場を設定することで：○図とテープ図の違いを

比較させ、児童が自らテープ図のよさに気付き、数学的な処理のよさを学び、テープ図を積極的に活用

していこうという意欲を育てる。

ェ　問題文の構造に合った図とそうでない図を児童から出させることで「問題文に合った図はどれか。」

という課題意識を持たせることで話し合い活動を活性化させる。



3　－単元の目標

P減の2要素1段階で逆思考の問題を、テープ図を利用して解決する。

○　線分図（テープ図）のよさに気づき、問題解決の際に進んで用いようとする。（関・意・態）

○　逆思考を必要とする問題について、数量の関係を線分図（テープ図）をもとに考えることができ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（数学的な考え方）

○　数量の関係を線分図（テープ図）iに表すことができる。　　　　　　　　　（技能）

○　加法や減法の用いられる場面について理解する。　　　　　　　　　　　　　（知識・理解）

4　単元の評価規準（国立教育政策研究所作成の「評価規準の設定例」）

＼ii関心・意欲i・態度∴ �1数学的な考え方 �∴役∴　∴能 �知識「－理解∴ 

i加法と減法の相互関係 �一加法と減法の相互関係i �加法と減法の相互関係 �∴－加法と減法は、互い一に 

′〝に関心をもiち∴加法1と減∴ �について、一式を用いで説＿ �を用いて∴加法の式を減 �逆の関係＿になっているiな 

法の場面を式に表そうと �i明することを、一一i図掌も‾と �法の式に直しを車∴減法・ �iと、‾加法と減法の相互関、 

している。1 �弓こ考えている。＿＼ 　　　　　し �の式を加法の式に起した り、することができろ。 �読和こついて理解し1、で：い る。 

5、単元の指導計画及び評価計画（4時間取り扱い）

時 �∴学習活動∴ �指導上の雷憲無言 �i関 �言寄∴ �技 �知＼ �i評価基準・i評価方法＿ 

＿l �＼高超文から数量の関 �i・問題文に書かれて小雪要‾ �、仁 �○： �9、＿ � �技：話し合ったことをiもとiに、 

・係をテープ図にかざ〔 �秦＿と関係をこっ一つ確かや �����∴車しくテープ図をかくごと 

「配った、致」を／求めi �ながら、テープ図に表して �����iができろ。 

る。1 �いぐ手順を丁寧に括導す �����、（シート） （ 

ると∴ �����考：プロング図やテ「プ図を‾ も‾i封こ答えを求めている。 （シ「高＿“ 

1－2 本 �問題文から：数量ゐ閑‾ �，闇旗頭こ勘、れで亘る内 � �○ � � �一、考：Iテニプ図をかいて考え、－ 
係をテ∴プ図にかき、－ �容を確かめ＼＼ながら∴テ∵プ �����答えを求めている。 

「増えた数」を求め �図をか高いぐ手順をてい �����（シ÷ト・）∴ 

時 �る千、 �ねい＿に指導する′。二 

∴3＿ �問題文から数量の �・書き込み衰ゐテープ図・ � �〇㌧ �○ � �考：テ」プ図をも‾とに、‘逆思 
関係をテープ図にか∴ �だと図の’とめ郵分がそや �����：考の問題を解いている。－（発 

き∴噂じめの薮」を �i数量を表している’めかわ �����・言；シート）∴ 

求める。 　〉 �からない場合は∴前時で �����∴技i：正しくテープ図をかいて－ 

学習した手廟をふんで∵ テープ図を最初からかく よう＼に促す∴ �����iいろ。（シート） 

－4 �問題文から数量／のi関 �・i吋じめから児童自身にテi �‾○ �一〇／， � � �関：テ二プ図を文面、て問題を1 

係をテ「プ図にかき言 �「プ図をかかせるが∴実態 �����”－考え、式に表そうとしてい 

「はじめの人数」を求 �に応じて岡題文に書かれて �����る。－‾（シ「ト・発言）‾ 

める．こ �いる内容を確かめながら、 �����考：テープ図をもとに、，逆思 

テ⊥プ図をれ‾、ていぐ手順 �����i考の問題を解いているふ（発 

をていねいに指導する∴ �����言・シ「ト） 



（，云∴計
的、、㌔　覇
）、‾　S

聾蒜遭

増； �牢鴎 ��噂話 �二言一一や単品i �����＿叫乾紅・‾鍔替U∴ ���壷 謡 

Cn �ーう ��09 � �：le∴ ����一　〇一 ���云 一一　e　i �����iC）Ii’ ���苧 

／〈魂 �‾　01 ��鴨ゝ �・∽ �����N　＿　　　　　　　　　十一 ���栖 噂 話 登 

雨／・： �∴‡∴子吉韓 ��ー　稀 �（ ．‾心 �（　　（／′rTヽ ＼くね・／N）＋－ ���郎∴ �ヰ 

ヰ沌 ���i母国 �）　　　　＼）　i）∴Jo、却 �����i囲（ �当か－遥 ○‾慰 ー　蘭弊 �＿毒欝＼ �噛 謡 闘 �：かi雨 �：沖 
O　Hコ ���0‾＼（㌢ �∴11　　　∴料　∴メ圃‾請 �����∴雨∴ �醸ii蜜 
謡 ���lrt �！　　　：蕎／∴∵需㌻＿漆 �����薄＼＿ i母 1－醐 �闇 ��肴 ∴掬 �計　：患i鵡 ����ii母 一説 �「／0 月 

‾　く｝ 　○イ ���し　i雨 �ー（や �ri＼　沖i沖：羊 ����．国 

∴　ぺ： ���＿　陣 �やi �言討：∴ぴか一接 ����（－縄 �馴宣喜雷 　相互1★ �「華 ／嘩 

廿 ���i∴＿I斗 �‾き ◆ �‘亨　〇　一や ����．郎　－ 
高 一‾一I i鴫 �◆ ����� �引証評議 ○ノ享討議 

8－ ����烏　　　　　　　　　　　　　、一　語 �����単i 
1，什 ����耽　　　　　　　　　　　　　、／繭 �����言付 

一十 S・ �のli ��沖 的 �ノヽ　‾ �����二項－ i‾o 01－ �　00 ；8－8㌦i 宮上阜ii§∴ ���i膏 

○ �l∴○ ��○ �一命：二　二も ����十〇 高二霞 ’＼＼、＼＼′媛 ��・十〇　〇〇 ��d 封 書蜜、 ei 報 国i 
Crや �Jl菅－d ��IU子函 �言や／＼「‾＝i尊三浦i ������軌∵枚＾避雷 

∴言青　田 �0－0＼．く－ 1°pf ��○　‾ �∴‾子工務 �守臨薫 �����掛‾i　手鞠 
Ujや �ii申． ��1－　Gp �����出馬 ��式日JT1，re＼ 言＼庫聖母19－や 〇、葛． 　■ノ �一子1 ��舟 �骨：＼繕 ����蒔／柵 ��講小誌÷糠雨 
／∴J �ー＼lS ��肴 �����覇函 ��訂合一S子守乱難 

静 �‘∵図画 ��＼（「 �����沖番 ��ざ事冶：＼油単 ��＿●二 諦 
二「1 �・＿輌 ��i∴d �‾i卓上：＼一鴇＼ ′／図‘＿ ∴樹∴∴∵‾∧G �浮 � �謹書－ �箪灘 ��白子鉦諦　＿べ妬 
洋 �一　　助講 ��言出 �����／瑳′ぐ ��句中言合＿　掛、「 ��剖 rt 選一 

i騨 �●　時 ��irt �����⊂“∴11 ��軍営稲∴吋膏 　〇・ 

Ul �� �＼‾‾紫一難＿ � � �＿－● ・－／●：－i �ry ��iiT．∴言－Ut ��諦 f坤 
洋 �単一・を ��∴涼 �� � �　●、＿● べsi＿’8㌧ �法’舞 ��1　錮「言村○〝 

郎‾∪ ‘耽べ �� �����揖く「 て「汁 ��く‾　　1／ �� 由 一薗 ���i郎 i拙 �「i■／ ：三∴∴三 � � �草∴s‾‾ ���　●／ ∴州iけi ��i雨 滴 曲； e 

肴 �同語 ��：的－ �� � �詰ま∴ �汁∴Ul ��iq∵i軌 
‾映 �i贈噂 ��高 ��阜ii●∴ ＼甘言8㌧、 “＿● ���Ulo o＿旬 ��o　簿、 　言的 

〝博 �∴く「言輝 ��（「＼ �㊧ ��������河lノ 

、i沖 �（∴－牛耳 ��デ「 �∴商 ����ー　＿（‾ ��二d■ ��亭－ 

‾● “ �● 轍 ��　　● ‾＿i恥触轍 �　　　● 菖誤判滞高言‾一丸 �●i　●1．●　◆ 約言譲靖怜二法；詩実：Q ����　　●　● 一宮「Ⅲ国′叫‾遥 ���壷‾‾ 諒 缶 S 境 地 江 ● 詣 高 諒1 璃 

tH ���・、，加缶涌 �郎営一撃哀し丸的∴＿） �査溝田　In学i吋∴画 ����＼∴什／宙韻か避 
∴Si 喘 鳴 、＿高 津 i㌢ ���＼年子I． ●′● ∴∴鴎串選 粗舞曲 一斗清 且か∴付i �Tiも守口塙的寧 一華図－‘一11党郎 言付雷遠目的「十 ；醍夢溺緑ii �聯鰯 せ：回付∴村 営∴バ＼「∴∪・／毒：爵 ���：ゼ ∵華 子 ∴点 ∴i函 ∴＝滞 � �∴宣布∵濁ら′遊 軍鹿部一団 ー諦＿叫白話1－仲 村缶∪－滋 S静●ニ∴町 ∴粗く5－高密 

繭 ・、謹宮 上湯小 母o ／d－ く‾ 」／／i i＿一〇t o l ��一端○　蒋 �；希：溝「青馬匪諒 

J i村 Tt （十 、／僧 Cp 子千 言不 一連 語 i函 ＿拙 さ轟 、i烏 ‾如 ○ ���講書 的一博 ．庄l ‾「中一≠ 一子上図 羅 o ∴栂 ‾f軌 �彊“春子㌃肴∴粥”辞 す＿相子∵中世∴凋‖ ����言説 ／i／ii将 i／噛 ∴偶 ∴姐 ∵翻・ i持 i＿主事 1∴∴●′ （‾ ‘図 i韓 ∴耽 i挙・ 1倍 が ＼○ � �詩．－「∴諒 熊 ∵硝子＼1清 一韓言争 「韓：霊 触訓i輔 車‾．ぐ∴離 〝神郷一滴 ＼－亭主「，言 叫的1滴 か‾積／瓢 

ー＿すす卦 　錬寸 �����一幸ミ高富 

1∴－＼∴ �����ぐ、池 

一
㌦

遠
巾
村
避
函
鴇
観
か
樽
軸
廿
e
選
磁
酌
．
¶
－
ヾ
図
肴
的
ぐ
レ
べ
蛍
沖
′
爵
＾
白
け
挙
用
母
か
○

【
湾
瀧
S
P
1
滴
】
常
緑
誕
遣
母
ぺ
能
面
録
～
∩
匪
妙
∪
博
地
心
敬
的
静
蚤
．
図
的
貯
菅
「
科
学
小
謡

滝
巷
～
白
戦
前
．
謡
G
や
小
甘
高
論
潜
航
缶
ぺ
↑
〆
時
清
ぐ
㌻
沖
村
．
旬
－
ヾ
図
9
滴
磐
d
講
．
琶
西
村

壁
図
万
耕
「
二
部
丁
的
U
n
付
記
油
森
岳
亜
麻
童
謡
蓋
押
電
轟
綻
j
S
疎
音
的
清
を
町
営
清
♂
S
作

中
が
や
や
嶋
）
事
∵
高
－
ヾ
図
8
汀
融
相
浦
説
明
缶
対
で
）
，



緯

藍 �i手」一 〇〇 料 e ∴IT＼ e 華／ � �itJ・一 線 ／謡 曇1．：－ 霧中享ノ： �l ∴1 ∴鵠 鰻 べ ／l委 � � �“IJ m N i疑 念 千隻 “主 筆I 

∴iJ Oo 上意 e 二藍子 

壕・；……・： ■〇一； 干上3言／ ゞ：；∞言 亭：葺；∴ �真言 0－、；こ 特； �姦－；＿＼ ／寝言 �� � 

● 襲 おう 

証＿ 製i； lJ言． ‾審o∴… N∴ざ �e　● ���一霜 ��＿＞ ー榔1 

∴率景子 駁Si 的・・・i・∴㍉ ����／疎： ；卑／‾ � �i壕IQ 水食 唾、亀 

一騎“・∴÷享 ���＿由／‘ 

恥∴ ���∴中∴ 

／会． �庵 ���㊥； 

○ ヽ： 七 ⊃‾ め も／ J ノー 喜 豊 国 �∴鶴i ∴電‾ ��／一缶 葉書 ��率∴ 嵩書－ �� 

i蜜 ��轟　等＿ ��戴樽‾ 三言 割高lO 

二十一寒 く∴／率 ��e一 合 ：主 壁上 

ーi瞳 61 、二l lJ e 

一－－－－－ i鴫 気 絶 培 ‾l h ‾9 �く） 蟄 鴻重 富 �寝言－ �� 

壕 0． �○： 握： り∴i S霊 峰緩 良．e／ Oi＝） 挫lJ Y‾？ 

io 挫 Vi ∴聾 的 i壕 嘱 目同心 ．寧 �畿 ＿＞ 壕鍵 

技 ��0－ �り 
：壁‾ 0 8 ●●◆●●●◆ ��遊 V、 �e IJ u） ㊥ 

⑲

。
′
食
葉
上
硫
培
Y
を

。
畏
↓
調
へ
－
緩
∵
止
Y
詫
言
差
‡
忘

．
亙
e
葉
莱
窪
か
製
薬
く
り
雨

脚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
り

0
，
食
吏
⊃
‰
／
孟
↑
芸
事

o
雪
空
。
e
E
O
b
・
霊
宝
↑
竺
曇
綻

o
曇
掌
　
l
雪
雲
霊
室
、
警
　
㊨

。
吏
↓
鎚
二
宮
七
時
鳴
Y
寸
Z
養
高
知
叶

。
小
三
崩
木
靴
室
蘭
囲

。
小
塙
つ
華
束
や
－
宮
映
∵
商
圏
　
の

小
塙
⊃
調
査

閣
因
田
園

。
小
母
上
二
㌢
や
∴
ど
こ
毒
∵
真
因
　
の

。
′
喰
葉
上
碗
束
′
㌢
∵
＝
こ
せ

。
七
五
㌢
÷
∴
ヤ
千
鳥
∵
°
－
卓
球
∵
連
語
奇

。
吏
↓
華
二
言
㌢
ニ
γ
言
∞
年
嵩
寄
粟
　
国

。
壕
つ
蹄
へ
－
再
e

。
／
根
葉
つ
崩
へ
垂
）
　
〓
蜃

り
S
慮
悪
霊
－
∵
蕊
芯
書
誌

o
曇
竺
鳴
計
寧
竿
ふ
田

㈱
響
静
態
醗
態
欝
鮮
寵

紳
鴫
璃
重
昭
詮
議
轟
軸
髄
鞘



m
lr）

圏閉園国
華二三之を、

。
／
食
葉
つ
崩
へ
一
鳴

。
葉
上
靖
へ
一
摂

冨
⑧
葉
で
せ

、。b崩二

リ
垣
∴
寒
穏
つ
挫

裏
目
聖
　
餐
へ
一
日
8

日
の
i
村
中
－
e
料

P
p
や
∴
壌
雲
や
㊥

o
′
食
吏
つ
請
へ
壷
／
孟
母
埜
怠
義
塾

。
吏
つ
掌
穂
高
～
／
孟
d
Z
．
宮
e
吏
n
o
や

二
筋
∞
・
雨
ミ
ー
高
嶋
食
べ
砂
噴

。
恵
三
｝
ぶ
、
掌
－
、
㊥

r

I

i

1

－

i

ト

ー

ー

1

1

－

一

・

・

一

l

。
n
u
j
舶
来
請
じ
一
志
ロ
ー
図
歳

．
。
O
u
j
構
成
部
∴
山
一
一
食
∵
嬰
図
－
縫

。
′
食
吏
↓
調
二
　
Y
凍

0
－
Y
∞
一

．
p
e
吏
∩
蜜

。
吏
つ
描
二

寄
Y
e
一

団
田
圃
圏

蛙
食
費
幾

。
葉
↓
崩
へ
一
缶

垂
心
∴
⑧
高

閣
圏
圏
悶

。
，
偲
ト
調
二
Y
底
∵
高
㌻
雪

。
ト
掌
緩
＝
～
Y
O
？
幻
的
葦
Y
b
良
治

高
畠
高
子
高
音

田
園囲

闘▲
題
」
－
I

㍉


